
 

 

 

 
IPG Health Japan、 

Campaign「Japan/Korea Specialist Agency of the Year」でゴールドを受賞 
 
 

【2024年 12月 16日：東京発】 

IPG Health Japan (アイピージーヘルスジャパン、本社：東京都港区、代表取締役社長：横川
淳二） は、アジア最大の広告・マーケティング誌 Campaign Asia Pacific(キャンペーン・アジ
アパシフィック)主催の「Agency of the Year (エージェンシー・オブ・ザ・イヤー賞)2024」
において、「日本・韓国 スペシャリスト・エージェンシー・オブ・ザ・イヤー」のゴールド
を受賞したことを発表しました。これにより、同エージェンシーは 7 年連続で同賞受賞を果
たしました。  

社長の横川は、「大きな変化の続く市場環境の中で、専門性を極めることの重要性を再
認識した１年でした。たゆまぬ努力を続けるチームを誇りに思います。また、クライア
ントのパートナーシップに心から感謝しています。」と述べています。 

 30 年を超える歴史のある Agency of the Year は、東南アジ
アの 5 つの地域ごとに、広告およびブランドコミュニケー
ションにおけるリーダーシップ、優れた経営、ビジネスパ
フォーマンス、総合的な業績を評価します。また各賞は、
地域のメディア、広告、クリエイティブ、デジタル、PR、
独立系、専門エージェンシー、ブランドコミュニケーショ

ンにおける優れた業績と成功を称えるものです。 

 

なお、同インターパブリックグループ・オブ・カンパニーズ（IPG）の UM とウェーバ
ー・シャンドウィックは、それぞれ「ジャパン・メディア・エージェンシー・オブ・



 

 

 

ザ・イヤー」でゴールド、「ジャパン・PR エージェンシー・オブ・ザ・イヤー」でブ
ロンズを受賞しました。 

 

### 

IPG Health について  

IPG Health は、世界で最多受賞歴を誇るヘルスケアマーケティングエージェンシーのグ
ローバルな集合体です。 ６大陸にまたがる 6,500 人の社員が、斬新なマーケティングソ
リューションを創造し、クリエイティブ、テクノロジー、サイエンス、データを駆使
し、より健康であるための行動を喚起することに情熱を傾けています。日本では、
McCann Health、FCB Health など IPG Health 傘下のエージェンシーが、クリエイティ
ブ、戦略、ブランディング、メディカルライティング、コンサルティング、デジタルな
ど、ヘルスケアに関連するすべての分野において広範なソリューションを提供いたしま
す。クライアントには、世界の製薬企業上位 20 社をはじめ、数々の新興企業、バイオ
テクノロジーやバイオファーマの企業、その他さまざまなライフサイエンス企業が含ま
れています。キャンペーン誌の「エージェンシー・オブ・ザ・イヤー」に加えて、
Luum Awards など様々な賞を受賞しています。IPG Health はインターパブリックグル
ープ（NYSE:IPG）の一員です。詳しくは ipghealth.com をご覧ください。(英文のみ) 
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